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希学園 第332回 公開テスト 小５ 算数 2020年１月12日実施 解説
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24 16 48

134.4÷2.4＋2.2×11＝56＋24.2＝80.2

82＋{128÷(34×５－11×14)＋７}×９

＝82＋(128÷16＋７)×９

＝82＋15×９

＝82＋135＝217

{( ×20－2020)÷２＋176}÷４－112＝332

{( ×20－2020)÷２＋176}÷４＝332＋112＝444

( ×20－2020)÷２＋176＝444×４＝1776

( ×20－2020)÷２＝1776－176＝1600

×20－2020＝1600×２＝3200

×20＝3200＋2020＝5220

＝5220÷20＝261

12×５×32×125

＝12×５×２×２×８×125

＝24×10×1000＝240000

0.55kL×1.2＋52dL×25

＝550Ｌ×1.2＋5.2Ｌ×25＝660Ｌ＋130Ｌ＝790Ｌ

33000mm×12－0.36km

＝33ｍ×12－360ｍ＝396ｍ－360ｍ＝36ｍ

８時間22分36秒÷６＋２時間55分44秒

＝１時間23分46秒＋２時間55分44秒

＝３時間78分90秒＝４時間19分30秒

４列目の数は，初項13，公差２の等差数列。

13＋２×(９－１)＝29

各行の和に注目すると，初項が28，公差が８の等差数列

になる。28＋８×(15－１)＝140

(９，４)＝29 88－29＝59

３列目の数は，初項が９，公差が２の等差数列。

９＋２×(□－１)＝59 □＝(59－９)÷２＋１＝26

32から46までの15個の中から調べる。

【32】＝32＋36＋40＋44＝152

40から54までの15個の中に４の倍数は40，44，48，52の

４個。

41から55までの15個の中に４の倍数は44，48，52の３個。

よって，【40】と【41】の差は40。

15個の中に４の倍数は３個か４個。３個のほうがＢの値

は大きくなる。

３個の４の倍数を，□，□＋４，□＋８とすると，

□＋□＋４＋□＋８＝□×３＋12＝168 □＝52

52，56，60の３つの４の倍数のみを含むような連続する

15個の整数は49から63の15個。よって，Ｂは49。

900÷(2.5－１)＝600(円)

600×2.5＝1500(円)…Ｂ君がＣ君に渡した金額

600＋1500＝2100(円)…Ｃ君が２人からもらった合計金額

Ａ君の払った金額＋Ｂ君の払った金額＝Ｃ君の払った金額

より，Ｂ君とＣ君の払った金額の差がＡ君の払った金額

となる。

1500＋2100＝3600(円)…Ａ君の払った金額

3600＋600＝4200(円)

十の位が１のとき，一の位は２から７の６個。

十の位が２のとき，一の位は３から７の５個。

十の位が３のとき，一の位は４から７の４個。

同様にすると，十の位が６のとき，一の位は７の１個。

６＋５＋４＋３＋２＋１＝21(個)

百＜十＞一より，十の位を考える。

十の位が７→６以下から２枚ならべる。６×５＝30(個)

十の位が６→５以下から２枚ならべる。５×４＝20(個)

十の位が５→４以下から２枚ならべる。４×３＝12(個)

十の位が４→３以下から２枚ならべる。３×２＝６(個)

十の位が３→２以下から２枚ならべる。２×１＝２(個)

30＋20＋12＋６＋２＝70(個)

十万＞一万＞千＞百＞十＜一より，十の位を考える。

まず７枚から６枚を選ぶ。使わない１枚を選んでも同じ

なので，７通り。

６枚のうち十の位は一番小さい数と決まり，残りの５枚

のうち一の位を決めれば，残りの位は確定する。

よって，７×５＝35(個)

20÷２＝10より，

正方形10マスを考

える。右の図のように10×２＝20で小さい直角二等辺三

角形20個分の広さがあり，１個分のものが２個，２個分

のものが(20－２)÷２＝９(個)

よって，２＋９＝11(個)

ＧＣＭ(15，20)＝５

15÷５＝３(マス) 20÷５＝４(マス)

作図すると，右の図のような形になる。

よって，２＋５＋３＝10(個)

問題文で正方形の個数にふれていないの

は，正方形が０個でないときでも，たて

の長さと直角二等辺三角形の個数がわか

れば横の長さがわかる。参考として の

図を見ると，直角二等辺三角形は長方形

のまわりを区切った正方形の１辺を２辺ずつ使って囲む

形になっているとわかる。

２＋16＝18(個)の直角二等辺三角形は，２×18＝36(辺)

長方形の周囲は36辺なので，たて＋横＝36÷２＝18(辺)

となる。

は整数なので，１マスは７㎝か１㎝。

１マス７㎝のときは， のようになって正方形が０個に

なるので不適。

１マス１㎝のときは，横は18－７＝11(㎝)

ＧＣＭ(７，11)＝１となり適する。よって， ＝11(㎝)

(配点) 各４点×25


